
  

図１．医療イノベーション推進に係る現状と課題

図２．医療イノベーション５か年戦略の主な施策（医療機器）



  

図３．医療イノベーション５か年戦略の主な施策（再生医療）

図４．品質マネジメントにおける製品実現の設計開発



  

図５．世界各国の特許出願（出典：特許庁）

図６．国際標準化のステージアップ戦略



  

図７．知的財産マネジメントの効果



 

別表 研究費・経費等の公的補助における助成対象機関ごとの必要度解析 
表中の記号の意味： 【必要度】 ×：特に低い、 △：低い、○： 普通、 ◎：特に高い、―：該当しない。 

 

① 製品開発に係る研究費補助 

 

② 標準化活動に係る各種経費（検証実験、国内・海外旅費、会議費等）の補助 

参加企業の規模 公的機関等 標準化活動に係る
各種経費の補助 大企業 中小企業 ベンチャー 大学・学会・その他の公的機関 

検証実験 ×  
自己設備あり 

○ 
自己設備なし 

◎ 
自己設備・資金な
し 

△ 
一部自己設備あり 

国内外旅費 △ 
一部自費予算投
入 

◎ 
自費予算なし？ 

◎ 
自費予算なし？ 

◎ 
自前公費は流用できない。 

× 
自己設備あり 

△ 
一部自己設備あ
り 

○ 
自己設備なし 

× 
自己設備あり 

会議費 a) 小会議 
       
       

      b) 国際会 
議総会 

― 
該当しない 

― 
該当しない 

― 
該当しない 

◎ 
数百人規模になることがある。 

「等」の例：通信費 × 
IT により、極低額 

× 
IT により、極低額 

× 
IT、により極低額 

△ 
自前公費は流用できない。 

 

③ （経費補助の）審査期間の大幅な短縮と迅速な支給 
参加企業の規模 公的機関等 経費補助審査期間の 

大幅な短縮と 
迅速な支給 大企業 中小企業 ベンチャー 大学・学会・その他の公的機関 

△ 
自己資金はある 

○ 
 

○ 
 

○ 
 審査期間の 

大幅短縮 契約締結日による制限があると、活動が開始できない。 特に、投入できる要員数・設備数が少ない場合には重要。 

迅速な支給 × 
自 己資 金で立 替
え可能 

○ 
自己資金に余裕
がない 

◎ 
自己資金がない 

◎ 
自前公費は流用できない。 

④ 予算の複数年度化 

参加企業の規模 公的機関等 予算の 
複数年度化 大企業 中小企業 ベンチャー 大学・学会・その他の公的機関 

△ 
自己資金はある。 
 

○ 
自己資金に余裕
がない。 

◎ 
自己資金がない。 
 

◎ 
自前公費は流用できない。 
 

メリット 

年度末決算期日に余裕ができ、かつ、年度初めの契約更新手続き期間中の活動中断がなくなるので、 
結果報告が早くなる。 

デメリット ×  
特にない 

×  
特にない 

×  
特にない 

△  
年度末・年度初めの学校等行事に時間を回せない 

 

⑤ 海外旅費の柔軟化（国際会議前後に開催国及び周辺国在住の委員を訪問,等） 
参加企業の規模 公的機関等 

海外旅費の柔軟化 
大企業 中小企業 ベンチャー 大学・学会・その他の公的機関 

◎ ◎ ◎ ◎ 国際会議前後に 
開催国及び周辺国
在住の委員を訪問 

国際会議の事前・事後根回しが必要な場合、実施しやすくなる。 

○ 
国際会議の前後の日時を国外企業・機関との社業に使える
ので、国際会議に出席しやすくなる。 

◎ 
国際会議前後の日時を国外との共同研究等の活動
に使えるので、国際会議に出席しやすくなる。 

特に、国際会議要員としての貢献が期待される、実務活動を活発に行っている世代の専門家の場合に重要な要因で
ある。 

上記以外 

この世代の専門家の場合、勤務地を離れることで企業側に
支障が出やすいので、出席に抵抗がある。 

この世代の専門家の場合、自己裁量権限がない場
合が多いので、出席に抵抗がある。 

 

参加企業の規模 公的機関等 製品開発に係る研
究費補助 大企業 中小企業 ベンチャー 大学・学会・その他の公的機関 

シーズ型 
（開発者側発） 

× 
自費で賄える 

△ 
一部自費予算投
入可能？ 

○ 
自費予算なし？ 

◎ 
自前公費は流用できない。 

ニーズ型 
（使用者側発） 

× 
自費で賄える 

△ 
一部自費予算投
入可能？ 

○ 
自費予算なし？ 

△ 
自費予算の一部投入可能？ 


